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一
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
数
多
く
の
刑
事
事
件
が
有
罪
答
弁
に
よ
っ
て
処
理
き
れ
て
お
り
、
ま
た
、
有
罪
答
弁
の
ほ
と
ん
ど
が
検
察
官
と
弁

護
人
と
の
取
引
に
よ
っ
て
成
立
し
、
そ
こ
に
弊
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
答
弁
取
引
（
巳
9
9
お
巴
昌
営
鵬
）
に

つ
い
て
は
、
違
憲
で
あ
る
と
の
主
張
も
み
ら
れ
る
が
、
実
際
的
な
必
要
性
も
無
視
で
き
な
い
た
め
、
改
革
案
が
多
く
主
張
き
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
紹
介
す
る
ノ
ー
ト
も
｝
っ
の
改
革
案
、
　
つ
ま
り
、
答
弁
取
引
へ
の
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
参
加
モ
デ
ル
（
日
曽
α
q
一
ω
9
ユ
巴
＼
葛
旨
一
9
B
怠
呂

旨
＆
巴
）
を
提
唱
し
て
い
る
。
以
下
、
本
ノ
ー
ト
の
要
旨
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

ニ
　
ア
メ
リ
ヵ
の
刑
事
裁
判
制
度
は
答
弁
取
引
に
よ
っ
て
変
質
き
せ
ら
れ
、
刑
事
訴
訟
の
重
点
は
公
判
か
ら
答
弁
取
引
へ
と
移
っ
た
。
多
く
の

事
件
で
有
罪
及
び
量
刑
の
範
囲
が
検
察
官
と
弁
護
人
と
の
取
引
に
よ
っ
て
決
定
き
れ
て
い
る
。
公
判
中
心
の
伝
統
的
な
当
事
者
主
義
訴
訟
が
あ

ま
り
利
用
き
れ
ず
、
答
弁
取
引
に
よ
る
事
件
処
理
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。
伝
統
的
モ
デ
ル
（
窪
毘
三
窪
巴
目
＆
巴
）
に
対
す
る
批
判
は
次
の

点
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
伝
統
的
モ
デ
ル
は
過
度
に
手
続
化
し
て
い
る
た
め
、
高
価
で
時
間
を
消
費
す
る
。
ま
た
、
裁
判
の
遅
延
は
保
釈
金
を
払
え
な
い
被
告

人
の
公
判
前
の
拘
禁
の
負
担
を
増
大
き
せ
、
公
判
中
釈
放
き
れ
て
い
る
被
告
人
が
き
ら
に
犯
罪
を
犯
す
危
険
に
公
衆
を
き
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
犯
罪
と
刑
罰
の
賦
課
の
時
間
的
ず
れ
は
、
制
裁
の
抑
止
的
、
社
会
復
帰
的
機
能
を
害
し
て
い
る
。

　
次
に
、
伝
統
的
モ
デ
ル
の
有
罪
認
定
の
不
正
確
性
は
、
被
告
人
に
有
利
に
働
き
、
罪
の
あ
る
被
告
人
も
無
罪
に
な
っ
て
い
る
。
無
罪
の
推
定
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と
排
除
法
則
は
、
実
際
に
は
罪
を
犯
し
て
い
る
被
告
人
を
無
罪
に
す
る
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
、
公
共
の
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

当
事
者
主
義
制
度
自
体
及
び
公
判
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
に
よ
っ
て
も
正
確
性
が
お
び
や
か
き
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
予
測
不
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
制
約
き
れ
た
公
判
前
の
証
拠
開
示
、
陪
審
の
決
定
の
不
確
定
性
等
の
た
め
、
訴
追
側
も
防
禦
側

も
公
判
の
結
果
に
確
信
を
も
て
な
い
。
き
ら
に
、
刑
罰
の
個
別
化
の
理
念
か
ら
、
法
は
裁
判
官
の
量
刑
に
大
幅
な
裁
量
の
余
地
を
与
え
て
い

る
。
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
た
被
告
人
は
制
裁
の
正
当
性
を
疑
い
、
社
会
復
帰
を
受
け
入
れ
に
く
く
な
り
、
寛
大
す
ぎ
る
判
決
を
受
け
た
被
告
人
は

刑
事
裁
判
制
度
を
信
頼
し
な
く
な
り
、
再
犯
の
可
能
性
を
防
止
で
き
な
い
。

三
　
答
弁
取
引
制
度
の
利
点
と
問
題
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
答
弁
取
引
は
高
価
な
公
判
を
避
け
る
こ
と
で
経
費
を
小
さ
く
す
る
。
ま

た
、
事
件
の
よ
り
迅
速
な
処
理
を
可
能
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
答
弁
取
引
は
全
て
の
不
必
要
な
遅
延
を
排
除
し
な
い
。
多
く
の
場
合
、
答
弁
取

引
は
公
判
開
始
の
直
前
ま
で
取
り
決
め
ら
れ
な
い
。
検
察
官
、
弁
護
人
は
よ
り
よ
い
取
引
を
得
る
た
め
の
戦
術
上
の
武
器
と
し
て
遅
延
を
用
い

て
い
る
Q

　
次
に
、
検
察
官
は
、
実
際
に
は
有
罪
だ
が
、
公
判
で
は
無
罪
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
被
告
人
を
有
罪
に
す
る
た
め
に
答
弁
取
引
を
使
う
。
憲
法

上
の
異
議
申
立
の
放
棄
と
引
き
か
え
に
起
訴
事
実
が
減
ら
き
れ
る
の
で
、
排
除
法
則
は
、
少
数
の
事
件
に
お
け
る
全
面
的
無
罪
と
い
う
よ
り

も
、
多
く
の
不
特
定
の
事
件
に
お
け
る
判
決
の
割
引
と
い
う
形
で
実
現
き
れ
る
。
き
ら
に
、
答
弁
取
引
は
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
基
準
を
、

有
罪
の
可
能
性
及
び
訴
追
側
か
ら
の
譲
歩
の
価
値
の
両
者
に
つ
い
て
の
防
禦
側
の
評
価
に
基
準
を
置
く
不
確
定
な
基
準
に
取
り
替
え
る
。
き
ら

に
、
限
ら
れ
た
公
判
前
の
証
拠
開
示
は
、
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
負
担
を
軽
く
す
る
。
そ
の
た
め
、
国
は
、
実
際
は
罪
を
犯
し
て
い
る
が
公
判

で
は
有
罪
に
な
ら
な
い
被
告
人
を
、
答
弁
取
引
を
通
じ
て
有
罪
に
で
き
る
。

　
右
の
よ
う
に
、
答
弁
取
引
は
、
伝
統
的
モ
デ
ル
の
経
費
と
不
正
確
性
を
軽
減
す
る
反
面
、
無
実
の
被
告
人
が
有
罪
の
答
弁
を
す
る
危
険
を
生

じ
る
。
裁
判
所
に
ょ
る
有
罪
答
弁
の
事
実
の
裏
づ
け
（
富
。
葺
巴
9
ω
一
の
）
の
調
査
は
、
防
止
策
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
最
高
裁
は
こ
の
問

題
を
、
弁
護
人
が
適
切
で
あ
る
こ
と
や
被
告
人
が
犯
罪
の
性
格
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
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し
、
そ
れ
も
、
無
実
の
被
告
人
が
有
罪
答
弁
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

　
第
三
に
、
答
弁
取
引
へ
の
被
告
人
の
参
加
は
、
被
告
人
が
判
決
手
続
に
一
定
の
抑
制
力
を
及
ぼ
せ
る
、
つ
ま
り
、
可
能
な
刑
罰
の
範
囲
を
縮

め
、
よ
っ
て
判
決
の
不
均
衡
を
改
善
す
る
と
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
公
判
へ
の
被
告
人
の
参
加
は
、
最
高
裁
も
い
う
よ
う
に
基
本
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
現
実
的
で
は
な
い
。
答
弁
取
引
に
お
い
て
は
、
被
告
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
理
論
的
に
は
、
答

弁
取
引
は
被
告
人
に
伝
統
的
モ
デ
ル
よ
り
大
き
な
参
加
の
機
会
を
与
え
る
、
し
か
し
、
現
実
に
は
、
取
引
す
る
権
利
は
弁
護
人
に
与
え
ら
れ
て

い
る
。
事
実
、
全
て
の
検
察
官
は
弁
護
人
と
だ
け
取
引
し
て
い
る
。
弁
護
人
は
、
事
件
負
担
の
軽
減
、
検
察
官
と
の
緊
密
な
関
係
の
維
持
、
き

ら
に
財
政
的
理
由
の
た
め
に
、
有
罪
答
弁
に
よ
っ
て
事
件
を
迅
速
に
処
理
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
合
意
き
れ
た
答
弁
取
引
を
被

告
人
が
拒
絶
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
き
ら
に
、
答
弁
取
引
は
、
裁
判
官
の
判
決
裁
量
の
範
囲
を
効
果
的
に
制
限
す
る
反
面
、
有
罪
答
弁
を
し
た
被
告
人
と
公
判
後
に
有
罪
と
き

れ
た
被
告
人
と
の
問
に
、
ま
た
、
有
罪
答
弁
を
し
た
被
告
人
相
互
の
間
に
、
判
決
の
不
平
等
を
生
み
出
す
。
判
決
は
被
告
人
の
非
難
可
能
性

（
雲
ε
暮
旨
な
）
に
従
っ
て
で
は
な
く
、
検
察
官
の
証
拠
固
め
の
程
度
に
従
っ
て
異
な
る
。
検
察
官
の
答
弁
譲
歩
の
大
き
き
は
、
証
拠
固
め
の

程
度
の
ほ
か
、
被
告
側
の
異
議
申
立
理
由
の
有
無
、
検
察
官
の
主
観
的
要
素
、
弁
護
人
の
弁
護
の
質
な
ど
に
よ
る
。
従
っ
て
、
答
弁
取
引
に
お

い
て
は
、
世
間
づ
れ
し
て
い
な
い
貧
困
な
被
告
人
の
利
益
は
最
も
保
護
き
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

四
　
答
弁
取
引
の
改
革
案
の
検
討
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（
》
e
段
8
き
■
曽
巧
冒
呂
け
暮
o
）
は
行
政
法
の
原
理
を
使
っ
て
、
答
弁

取
引
の
際
の
検
察
官
の
裁
量
を
規
制
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
取
引
の
際
の
検
察
官
の
基
準
の
公
表
及
び
そ
れ
が
内
部
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
執
行
き
れ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
判
決
の
不
均
衡
の
問
題
の
み
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の
問
題

に
さ
え
も
十
分
応
え
て
い
な
い
。
答
弁
取
引
を
効
果
的
に
規
制
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
外
部
の
機
関
が
指
針
を
作
り
、
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
実
、
ど
こ
の
検
察
庁
も
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
裁
判
官
が
答
弁
取
引
へ
参
加
す
る
方
式
に
は
、
消
極
的
と
積
極
的
な
形
態
が
あ
り
う
る
が
、
い
づ
れ
も
被
告
人
に
対
し
て
、
有
罪
答
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弁
の
知
悉
性
（
一
暮
毘
お
窪
8
）
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
受
動
的
・
中
立
的
な
役
割
を
離
れ
た
が
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
も
し
答
弁
取
引
へ
参
加
し
た
場
合
、
裁
判
宮
は
権
威
的
・
支
配
的
な
立
場
に
あ
る
の
で
、
当
事
者
に
よ
っ
て
前
も
っ
て
協
議
き
れ

た
答
弁
取
引
を
裁
判
官
が
認
め
る
と
、
被
告
人
に
合
意
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
有
罪
答
弁
を
す
る
よ
う
強
制
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
訴

追
側
も
防
禦
側
も
裁
判
官
を
頼
り
が
ち
に
な
り
、
当
事
者
は
お
互
い
に
取
引
す
る
か
わ
り
に
、
直
接
裁
判
官
を
説
得
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果

は
多
く
の
聞
題
を
か
か
え
た
小
型
裁
判
（
目
一
巳
－
貸
一
巴
）
と
な
る
だ
ろ
う
。
き
ら
に
、
裁
判
官
に
よ
る
協
議
の
抑
制
は
、
答
弁
取
引
に
強
く

存
在
す
る
自
己
決
定
の
価
値
を
破
壊
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
理
由
で
、
数
多
く
の
管
轄
区
が
答
弁
取
引
へ
の
裁
判
官
の
参
加
を
禁
止
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

五
　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
参
加
モ
デ
ル
は
、
答
弁
取
引
の
濫
用
を
抑
制
し
、
か
つ
、
被
告
人
に
公
判
前
手
続
の
可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
の
平
等

な
答
弁
取
引
の
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
答
弁
取
引
の
合
理
的
な
構
成
を
提
案
す
る
も
の
で
、
安
い
経
費
と
い
う
有
用
性
を
維
持
す
る
と
同
時

に
、
獲
得
さ
れ
た
有
罪
答
弁
が
任
意
か
っ
知
悉
で
あ
る
べ
き
と
の
憲
法
上
の
要
件
に
応
え
う
る
こ
と
が
意
図
き
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
平
な

マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
が
、
答
弁
協
議
に
お
い
て
、
ま
た
、
受
け
入
れ
可
能
な
判
決
の
範
囲
を
限
定
す
る
に
お
い
て
、
主
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
が

要
求
き
れ
て
い
る
。

　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
、
起
訴
状
の
事
実
の
裏
づ
け
及
び
警
察
の
捜
査
方
法
の
審
査
の
た
め
、
独
自
の
調
査
（
冒
く
霧
ユ
讐
寓
自
）
を
す
る
。

こ
こ
で
は
、
警
察
の
報
告
書
の
ほ
か
、
関
連
す
る
証
拠
を
審
査
す
る
。
違
憲
に
収
集
き
れ
た
証
拠
の
排
除
又
は
無
効
な
起
訴
の
棄
却
申
立
は
こ

の
時
期
に
な
き
れ
る
。
こ
の
際
、
被
告
人
に
不
利
な
実
質
的
証
拠
は
存
在
し
な
い
と
か
、
事
件
が
明
白
に
違
憲
の
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
な

れ
ば
起
訴
は
棄
却
き
れ
、
不
利
な
実
質
的
証
拠
が
あ
る
と
認
定
き
れ
れ
ば
、
事
件
は
進
み
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
全
て
の
関
連
す
る
証
拠
の
要

約
を
両
当
事
者
に
公
開
す
る
。
こ
の
直
後
に
、
被
告
人
は
答
弁
取
引
を
す
る
か
否
か
を
問
わ
れ
、
取
引
し
な
い
と
決
す
れ
ば
、
事
件
は
で
き
る

だ
け
早
く
公
判
に
付
き
れ
る
。
取
引
す
る
こ
と
を
選
ぶ
と
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
即
座
に
答
弁
審
理
（
讐
窪
あ
R
8
巳
昌
磯
富
畦
一
凝
）
の
日

程
を
決
め
る
。
延
期
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
審
理
に
は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
、
検
察
宮
、
被
告
人
及
び
弁
護
人
が
出
席
す
る
。
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マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
証
拠
及
び
起
訴
事
実
を
要
約
し
、
被
告
人
を
尋
間
す
る
。
被
告
人
が
事
件
に
つ
い
て
実
質
的
な
疑
い
を
提
出
し
た
場
合

は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
起
訴
を
棄
却
す
る
か
、
調
査
を
継
続
す
る
た
め
に
審
理
を
休
み
に
す
る
。
刑
事
制
裁
が
適
当
で
あ
る
と
決
定
し
た
場

合
は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
、
多
く
の
要
因
に
基
礎
を
お
い
て
定
め
た
均
一
で
明
確
な
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
受
け
入
れ
可
能
な
答
弁
の

範
囲
を
定
め
る
。
そ
の
後
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
が
被
告
人
に
、
答
弁
合
意
を
拒
絶
し
、
公
判
に
進
む
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
告
知
し
た
の
ち
、

検
察
官
、
弁
護
人
、
被
告
人
は
前
記
の
範
囲
内
で
答
弁
合
意
を
協
議
す
る
。
こ
の
協
議
に
は
被
告
人
の
出
席
が
前
提
き
れ
る
。
マ
ジ
ス
ト
レ
イ

ト
は
協
議
を
監
督
す
る
。
当
事
者
が
合
意
に
達
し
た
場
合
、
被
告
人
は
取
引
を
受
け
入
れ
る
か
、
公
判
へ
進
む
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
少
し

時
間
が
与
え
ら
れ
る
。
答
弁
取
引
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
被
告
人
は
裁
判
官
の
前
に
出
頭
す
る
。
裁
判
富
は
再
び
被
告
人
に
犯
罪
の
性
質
、
最

高
刑
、
公
判
へ
進
む
権
利
を
告
知
す
る
。
裁
判
官
は
、
秘
密
の
協
議
が
な
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
検
察
官
と
弁
護
人
を
尋

問
し
、
有
罪
答
弁
の
任
意
性
、
知
悉
性
及
び
事
実
の
裏
づ
け
を
確
か
め
る
た
め
に
、
被
告
人
を
尋
問
し
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
報
告
を
審
査
す

る
。
答
弁
が
マ
ジ
ス
ト
レ
ィ
ト
の
定
め
た
範
囲
内
に
あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
要
求
き
れ
、
検
察
官
又
は
マ
ジ
ス
ト
レ
ィ
ト
の
裁
量
の
濫

用
が
発
見
き
れ
た
場
合
は
、
事
件
は
公
判
へ
進
む
。

六
　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
参
加
モ
デ
ル
は
経
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
。
そ
の
調
査
と
審
理
は
、
有
罪
答
弁
の
事
実
の
裏
づ
け
を
確
か
め
る
。
ま

た
、
被
告
人
の
参
加
を
容
易
に
し
、
有
罪
答
弁
の
任
意
性
を
高
め
る
。
審
理
の
日
程
を
早
く
組
み
、
延
期
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
た
め
、
事

件
が
迅
速
に
処
理
さ
れ
る
。

　
無
罪
推
定
原
則
、
排
除
法
則
の
軽
減
に
よ
っ
て
、
本
当
は
有
罪
で
あ
る
が
、
公
判
で
は
有
罪
に
な
ら
な
い
被
告
人
を
い
く
人
か
有
罪
に
で
き

る
。
反
面
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
調
査
と
審
理
は
、
当
事
者
か
ら
出
き
れ
た
情
報
の
み
に
頼
る
必
要
は
な
い
の
で
、
有
罪
答
弁
を
し
た
無
実
の

人
々
を
よ
り
効
果
的
に
ろ
過
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
マ
ジ
ス
ト
レ
ィ
ト
の
下
で
、
被
告
人
が
自
己
の
有
罪
を
争
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
、
伝

統
的
モ
デ
ル
の
個
人
の
自
由
に
対
す
る
配
慮
に
適
合
し
て
い
る
。

　
排
除
法
則
は
や
は
り
違
法
な
行
為
に
み
あ
う
判
決
の
割
引
と
し
て
実
現
き
れ
る
が
、
割
引
の
大
き
き
は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
定
め
た
範
囲
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に
規
制
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
違
憲
の
証
拠
に
よ
っ
て
の
み
維
持
し
う
る
起
訴
は
棄
却
き
れ
る
。
き
ら
に
、
被
告
人

は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
下
で
、
自
己
の
有
罪
を
争
う
こ
と
及
び
検
察
官
と
の
答
弁
協
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
よ

り
大
き
な
参
加
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
は
、
受
け
入
れ
可
能
な
答
弁
の
範
囲
を
定
め
る
の
で
、
判
決
の
不
均
衡
を
最
小
限
に
し
、
均
一
で
予
測
可
能
な
判
決
が
期

待
き
れ
る
。
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
定
め
た
範
囲
内
で
は
刑
罰
の
個
別
化
が
可
能
で
あ
る
。

　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
報
告
の
強
制
的
開
示
は
、
被
告
人
の
答
弁
決
定
の
知
悉
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
貧
困
及
び
裕
福
な
被
告
人
の
取
引

す
る
立
場
の
平
等
化
に
役
立
っ
。
公
設
弁
護
人
も
準
備
の
た
め
に
こ
の
開
示
を
利
用
で
き
る
。

　
弁
護
人
は
答
弁
協
議
の
間
中
監
督
き
れ
る
の
で
、
不
十
分
な
弁
護
の
危
険
を
最
小
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
　
右
の
通
り
、
本
ノ
ー
ト
は
、
伝
統
的
モ
デ
ル
の
批
判
、
有
罪
答
弁
が
多
く
利
用
き
れ
る
理
由
と
そ
こ
で
行
な
わ
れ
る
取
引
の
弊
害
の
指

摘
、
き
ら
に
、
ノ
ー
ト
の
筆
者
が
答
弁
取
引
制
度
の
長
所
と
考
え
る
点
の
指
摘
が
な
き
れ
、
次
い
で
、
答
弁
取
引
の
二
つ
の
改
革
案
の
批
判
が

な
き
れ
、
最
後
に
、
　
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
参
加
モ
デ
ル
が
提
唱
き
れ
、
伝
統
的
モ
デ
ル
及
び
答
弁
取
引
実
務
と
の
比
較
、
検
討
が
な
き
れ
て
い

る
。

　
答
弁
取
引
の
弊
害
が
強
く
指
摘
き
れ
て
い
な
が
ら
、
有
効
な
解
決
策
を
見
い
出
し
え
て
い
な
い
ア
メ
リ
ヵ
の
状
況
の
中
で
、
本
ノ
ー
ト
は
、

伝
統
的
モ
デ
ル
、
答
弁
取
引
制
度
及
び
裁
判
官
参
加
方
式
の
利
点
を
生
か
そ
う
と
し
な
が
ら
、
答
弁
取
引
を
改
革
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、

マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
の
参
加
に
よ
る
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
。
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